









































Geometry Education at a Normal School around the late Meiji Era
 
Based on the Tests and the Textbooks in Wakayama Normal School





















































































































































































































































































































































図６においてP AB、BC DEならばAC DEである
という定理である。これは三垂線の定理と呼ばれてい
るもので、直線と平面の関係で重要な定理である。
試験問題は平面外の定点をA、平面中の定点をBと
し、平面中の直線BCに下ろした垂線をAPとしたとき
の点Pの軌跡を問う問題である。『新撰幾何学教科書』
では定理10の後に練習問題として書かれている。解答
は以下の通りである。なお、解答例は定理に基づいて
筆者が作成したものである。
(解答例)
点Aから平面に下ろした垂線をAHとする。題意より
AP BCなので、三垂線の定理からHP BCである。
つまり、点PはBHを直径とする円周上の点である。
点Aから垂線AHを引くことがこの問題を解くカギ
となる。題意から図７の見取り図はなかなか思いつか
ないであろう。そこでは、論証的推論により垂線AHの
存在に気付くことが必要である。このように立体幾何
においては、図だけに頼らない、論証的な推論をする
力を育成しようとしていたことが分かる。
５．まとめ
明治末期の師範学校においての幾何教育は、代数と
区別し、記号を使わず言葉での定理の証明を重んじた。
比例論は最も深い、厳密な理論とされているユークリ
ッドの比例論のかたちをとっていた。立体幾何では図
だけに頼らない論証的な推論に力を入れていた。
中等教育の役割を担う師範学校において、中学校と
図６ 定理10三垂線の定理
図７ 第三学年 明治39年度１学期
明治末期における師範学校の幾何教育
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同じく厳密な幾何を学習し、論証を通して論理的思考
力の育成を目指していたことがわかる。
今後、大正８(1919)年にできた日本中等教育数学会
の議論などを通じて、明治期に論証を重んじていた幾
何教育が、大正以降どのような道を辿り今日の幾何教
育に至ったのかを検討していきたい。
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